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公開講座「愛知県立大学公開シンポジウム いま世界で起きていること 

－ポピュリズムと向き合う」のお知らせ 

愛知県立大学は、地域社会への貢献や生涯学習に向けた取り組みの一つとして、これ

までに蓄積された研究成果を広く社会に還元するため、以下のとおり公開講座を開催い

たします。是非、貴社にてお取り上げいただきますとともに、ご取材いただきますよう

お願い申し上げます。 

  
【題 目】 愛知県立大学公開シンポジウム 

いま世界で起きていること－ポピュリズムと向き合う 

  

【概  要】 「ポピュリズムと変容するデモクラシー」 

  イギリスのEU 離脱、フランス大統領選挙におけるマリーヌ・ルペン支持の拡

大をはじめとして、ヨーロッパや世界でポピュリズムの伸長が各国の国内政治、

そして国際秩序を揺るがせています。この動きは、日本も例外ではありません。 

このポピュリズムの拡大をデモクラシーの危機、専制政治への第一歩とみる

見方もあります。しかし他方、デモクラシーを支える原理の中に、すでにポピ

ュリズムを生み出す契機が含まれているとも指摘されます。 

 本講演ではこのポピュリズムの両義性を意識しつつ、ポピュリズムの成立す

る背景、各国のポピュリズムの展開、日本への影響などを明らかにすることで、

21 世紀のデモクラシーの抱える難題（アポリア）を考える材料を提供したいと

考えています。 

 

【講  師】 水島 治郎 (千葉大学社会科学研究院教授） 

【ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ】 高橋 秀寿（立命館大学文学部教授） 

川畑  博昭（愛知県立大学日本文化学部教授） 

 

【日 時】 令和 4（2022）年 10 月 15 日（土）13 時 30 分から 16 時 30 分まで 

【会 場】 愛知県立大学長久手キャンパス S201 教室 

【交通ｱｸｾｽ】リニモ「愛・地球博記念公園」駅下車徒歩 5 分 

【参加申込】 10月13日（木）までに、本学地域連携センターウェブサイト 

（https://www.bur.aichi-pu.ac.jp/renkei/）にアクセスいただき、 

「愛知県立大学公開シンポジウム いま世界で起きていること－ポピュ

リズムと向き合う」より所定の申込フォームに情報をご入力ください。 

【参加費】 無料 

【取材申込】研究支援・地域連携課までご連絡ください。 

     （メール：renkei@bur.aichi-pu.ac.jp） 

【主  催】 愛知県立大学 

（日本文化学部・人間の尊厳と平和のための人文社会研究所・地域連携センター） 

令和 4 年 9 月 6 日（火） 
愛知県公立大学法人 愛知県立大学 
担当 学術情報部 研究支援・地域連携課 

尾澤・稲生 
電話 0561－76－8843 
E-mail  renkei@bur.aichi-pu.ac.jp 
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愛知県立大学地域連携センターウェブサイト
（https://www.bur.aichi-pu.ac.jp/renkei/）に アクセスいただき
「いま世界で起きていることーポピュリズムと向き合う」より
所定の申込フォームに情報をご入力ください。

水島　治郎（千葉大学社会科学研究院教授）

「ポピュリズムと変容するデモクラシー」

コメンテーター

高橋 秀寿（立命館大学文学部教授）

川畑 博昭（愛知県立大学日本文化学部教授）

■主 催

■お問い合わせ 愛知県立大学
学術情報部 研究支援・地域連携課
E-mail:renkei@bur.aichi-pu.ac.jp

■申込方法

■交通アクセス 東部丘陵線（リニモ）
「愛・地球記念公園」駅下車徒歩５分

愛知県立大学
（日本文化学部・人間の尊厳と平和のための人文社会研究所・地域連携センター）

イギリスのEU離脱、フランス大統領選挙におけるマリーヌ・ルペン支持の拡大をはじめとして、ヨー
ロッパや世界でポピュリズムの伸長が各国の国内政治、そして国際秩序を揺るがせています。この
動きは、日本も例外ではありません。
このポピュリズムの拡大をデモクラシーの危機、専制政治への第一歩とみる見方もあります。しかし

他方、デモクラシーを支える原理の中に、すでにポピュリズムを生み出す契機が含まれているとも指
摘されます。
本講演ではこのポピュリズムの両義性を意識しつつ、ポピュリズムの成立する背景、各国のポピュリ

ズムの展開、日本への影響などを明らかにすることで、21世紀のデモクラシーの抱える難題（アポリ
ア）を考える材料を提供したいと考えています。

講　師


